
 

 
２

月

12日
（
日
）
午

後
よ

り
徳

市
恒

例
「
か

る
た

大
会
」
を

吉
舎

徳
市

自
治
交
流
セ
ン
タ
ー
体
育
館
で
開
催
し
ま
し
た
。
 

 
今

年
で

３
回

目
に

な
り

ま
す

が
、
今

回
は

４
グ

ル
ー

プ
に

分
か

れ
、
詠

み
札

を
見

て
絵

を
探

す
方

法
で

３
試

合
、
読

み
あ

げ
方

法
で

１
試
合
行
い
ま
し
た
。
 

 
参

加
者

24名
は

パ
ワ

ー
を

発

揮
、
防

寒
着

を
着

て
い

て
も

「
あ

っ
！
あ

っ
た
」
と

素
早

い
動

き
で

か
る

た
を

見
つ

け
ま

す
。

チ
ー

ム
の

熱
き

応
援

も
あ

り
、
熱

戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。
 

 
元

気
の

源
は

ど
こ

か
ら

来
る

の

で
し
ょ
う
か
？
 

寒
さ

も
吹

き
飛

ば
す

楽
し

い
イ

ベ

ン
ト
と
な
り
ま
し
た
。
 

 

吉舎町 人口の動き 

人口:3,946人(-5人 先月比)  世帯数:1,762世帯  

男:1,825人 女:2,121人  (平成29年2月28日現在) 

（2月届出新生児 0人）  高齢化率(65歳以上) 45.0% 

1  まるごときんさい No96 

2017（平成29）年 ３月10日発行 

ホームページ h�p://www.pionet.ne.jp/~kisa-ji�-みんなで創る 吉舎町の情報誌  第９６号 

徳
市

か
る

た
大

会
  

笑
顔

集
い
て
熱

き
戦

い
 

（
中

倉
 

政
子

）
 

と
 

 
【
こ
れ
ま
で
の
経
緯
】
 

 
吉

舎
町

は
合

併
時

、
「
新

市
ま

ち
づ

く
り

計
画

」
に

文
化

施
設

の
建

設
を

掲

げ
ま

し
た

。
吉

舎
地

域
審

議
会

か
ら

も
三

次
市

に
対

し
、
建

設
の

意
見

具
申

を
行

い
ま

し
た

が
施

設
の

建
設

に
は

至
り

ま
せ

ん
で

し
た

。
 

 
そ

の
後

、
市

は
、
新

市
ま

ち
づ

く
り

計
画

の
未

着
手

事
業

の
精

査
を

行
い

、

吉
舎

生
涯

学
習

セ
ン

タ
ー

を
含

め
た

中
心

部
に

あ
る

既
存

建
物

の
在

り
方

を
地

域
と

共
に

考
え

整
備

し
て

い
く

こ
と

（
フ

ォ
ロ

ー
事

業
）
が

望
ま

し
い

、
と

の
方

向
性

を
出

し
ま

し
た

。
 

 
昨

年
、
「
吉

舎
町

拠
点

施
設

検
討

委
員

会
」
が

結
成

さ
れ

、
市

に
対

し
て

次

の
要

望
が

提
出

さ
れ

ま
し

た
。
 

◆
現

在
の

既
存

施
設

は
耐

震
基

準
を

満
た

し
て

い
な

い
た

め
、
避

難
所

と
し

て
利

用
す

る
た

め
に

は
防

災
上

の
問

題
が

あ
る

こ
と

 

◆
保

育
所

か
ら

高
校

ま
で

の
教

育
機

関
が

町
内

に
揃

っ
て

い
る

利
点

を
活

か

し
「
ひ

と
づ

く
り

」
を

進
め

、
連

携
の

で
き

る
施

設
と

す
る

こ
と

 

◆
生

涯
学

習
セ

ン
タ

ー
・
老

人
福

祉
セ

ン
タ

ー
・
吉

舎
支

所
・
共

同
福

祉
施

設
を

集
約

し
た

複
合

施
設

に
す

る
こ

と
 

◆
人

が
交

流
で

き
る

イ
ベ

ン
ト

広
場

、
交

通
拠

点
を

合
わ

せ
て

再
編

成
す

る

こ
と

 

 
【
現
在
の
作
業
状
況
】
 

 
市

は
、
こ

れ
ら

の
要

望
を

受
け

て
現

在
、

吉
舎

町
の

拠
点

施
設

を
建

設
す

る
た

め
の

「
基

本
計

画
」
を

策
定

し
て

い
ま

す
。
基

本
計

画
で

は
、
拠

点
施

設

に
係

る
基

本
理

念
を

定
め

、
必

要
な

機
能

や
施

設
の

規
模

、
ス

ケ
ジ

ュ
ー

ル
等

を
盛

り
込

ん
で

い
き

ま
す

。
 

 
こ

れ
ま

で
、
基

本
計

画
の

参
考

と
す

る
た

め
、
自

治
連

、
日

彰
館

高
校

な
ど

か
ら

意
見

を
聞

い
て

き
ま

し
た

。
 

 
２

月

22日
（
水

）
に

は
、
広

く
住

民
の

方
か

ら
施

設
に

対
す

る
意

向
を

聞
く

た
め

、
吉

舎
学

習
セ

ン
タ

ー
で

意
見

交
換

会
を

開
催

し
、
『
吉

舎
町

に
行

く

と
い

つ
で

も
音

楽
が

聴
け

る
「
音

楽
の

町
」
に

し
た

い
』
『
社

交
ダ

ン
ス

を
こ

の
場

所
で

行
っ
て

い
る

。
新

し
い

施
設

で
も

し
っ
か

り
活

用
し

て
多

く
の

人
を

呼
び

込
ん

で
吉

舎
の

Ｐ
Ｒ

が
し

た
い

』
『
ホ

ー
ル

の
ス

テ
ー

ジ
機

能
の

充
実

』
『
多

く
の

人
と

交
流

す
る

と
い

う
意

味
で

も
飲

食
の

で
き

る
ホ

ー
ル

と
し

て
ほ

し
い

』

『
道

の
駅

の
よ

う
な

機
能

が
あ

る
と

い
い

』
な

ど
色

々
な

意
見

が
出

さ
れ

ま
し

た
。
 

 
【
今
後
の
作
業
に
つ
い
て
】
 

 
庁

内
協

議
や

町
民

の
み

な
さ

ん
へ
の

説
明

、
ご

意
見

な
ど

を
い

た
だ

く
機

会

を
設

定
し

、
基

本
計

画
に

一
定

の
方

向
付

け
を

し
、
次

の
基

本
設

計
・
実

施

設
計

に
移

っ
て

い
き

ま
す

。
 

「
吉
舎
町
拠
点
施
設
」
に
つ
い
て
 



 

（
亀

井
 

正
和

）
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（
大
上
 
清
隆
）
 

「
給

食
サ

ー
ビ

ス
」
 

 
吉

舎
地

区
社

会
福

祉
協

議
会

で

は
、
２

月
４

日
（
土
）
に

吉
舎

地

区

70歳
以

上
の

一
人

暮
ら

し
の

方

を
対

象
に

平
成

28年
度

２
回

目
の

給
食
サ
ー
ビ
ス
を
行
い
ま
し
た
。
 

 
今

回
は

72名
の

方
に
、
吉

舎
女

性
会

の
方

が
心

を
込

め
て

作
っ

て

く
だ

さ
っ

た
お

弁
当

を
夕

食
に

間

に
合

う
よ

う
に

17時
頃
、
社

協
役

員
が
お
持
ち
し
ま
し
た
。
 

 
後

日
「
あ

り
が

と
う

ご
ざ

い
ま

し
た
」
と

の
電

話
も

あ
り
、
喜

ん

で
い
た
だ
け
た
と
思
い
ま
す
。
 

 
吉

舎
女

性
会
、
社

協
役

員
の

皆

さ
ま
、
あ

り
が

と
う

ご
ざ

い
ま

し

た
。
 

配
食

サ
ー

ビ
ス

で
節

分
料

理
を

！
 

 
敷

地
区

社
会

福
祉

協
議

会
と

振
興

会
で

２
月

５
日
（
日
）
に

２
回

目
の

配
食

サ
ー

ビ
ス

を
行

い
ま
し
た
。
 

 

70才
以

上
の

一
人

暮
ら

し

の
方
、

75才
以

上
の

二
人

暮

ら
し

の
方

で
今

回
は

57名
の

方
が
対
象
で
す
。
 

 
朝

８
時

か
ら

女
性

部
は

恵
方

巻
を
、
男

性
は

い
わ

し
を

焼
き

10時

30分
に

は
出

来
上

が

り
、
役

員
の

手
で
、
早

速
配

ら

れ
ま
し
た
。
 

 
２

日
遅

れ
の

節
分

料
理

で
し

た
が
大
変
に
喜
ば
れ
ま
し
た
。
 

 
ス

タ
ッ

フ
の

皆
様

 
ご

協
力

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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（
中

倉
 

政
子

）
 

（
溝

上
 

洋
）

 

「
カ

ラ
オ

ケ
を

楽
し

む
会

」
の

紹
介

 

 
毎

月
一

回
、
第

四
木

曜
日

の
午

後

１
時

30分
か

ら
の

二
時

間
、
中

四
字

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

セ
ン

タ
ー

の
講

座
室

を
お

借
り

し
て
、
「
カ

ラ
オ

ケ
を

楽

し
む

会
」
を

開
い

て
い

ま
す
。
歌

の

好
き

な
人

な
ら

ど
な

た
で

も
参

加
で

き
ま

す
。
毎

回
の

参
加

者
は
、

12名

～

15名
で
、
一

人
二

曲
～

三
曲

歌
え

ま
す
。
 

 
最

初
に

簡
単

な
発

声
練

習
を

し
て

か
ら

歌
に

入
り

ま
す
。
歌

う
人

が
マ

イ
ク

を
持

ち
❛

一
所

懸
命

❜
な

ら
、

聴
く

人
も

❛
一

所
懸

命
❜

で
惜

し
み

な
い
拍

手
を
送

り
ま

す
。
昔

な
つ

か

し
い

歌
か

ら
今

流
行

り
の

歌
ま

で
、

た
く
さ
ん
の
歌
に
出
会
え
ま
す
。
 

 
歌

っ
て

よ
し
、
聴

い
て

よ
し

の

「
カ
ラ
オ
ケ
を
楽
し
む
会
」
で
す
。
 

ふ
れ

あ
い

教
室

生
徒

募
集

 

 
安
田
自
治
振
興
会
で
は
、
「
ふ
れ
あ
い
教
室
」
に
お

い
て
各
種
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

多
数
の
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。
 

 
手
芸
、
生
花
、
将
棋
、
大
正
琴
、
絵
手
紙
、
シ
ャ
ド

ウ
ボ
ッ
ク
ス
、
写
真
ク
ラ
ブ
、
六
十
路
会
、
輪
投
げ
、

グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
、
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
、
ス
ポ
ー
ツ

吹
矢
ク
ラ
ブ
、
バ
ド
・
ピ
ン
ク
ラ
ブ
の

13教
室
が
活
動

さ
れ
て
い
ま
す
。
（
囲
碁
、
短
歌
、
菊
づ
く
り
、
剣
道
、

安
田
げ
ん
き
教
室
は
現
在
活
動
休
止
中
）
。
 

 
新
た
に
「
な
ん
で
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
ク
ラ
ブ
(
案
)
」
、

「
ウ
ォ

ー
キ

ン
グ

ク
ラ
ブ
(
案
)
」
も

発
足
検
討

中
で

す
。
 

 
詳
細
に
つ
い
て
は
、
安
田
自
治
振
興
会
事
務
局
 

 
（
電
話
４
３
�
２
８
２
７
)
へ
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
 

 

「
徳

市
地

区
防

災
訓

練
」
実

施
 

 
２

月

12日
（
日
）
午
前

10時
よ

り
吉

舎
徳

市
自

治
交

流
セ

ン
タ

ー
に
於

い
て

地
震

を
想

定
し
た
訓
練
を
実
施
し
ま
し
た
。
 

 
体

育
館
へ
避
難

し
た

参
加

者

26名
は
、
各

組
に

分
か

れ
て

人
員
確
認

を
行

い
、
消
火
器

の
取

り
扱

い
に

つ
い

て
説
明

を
受

け
ま

し

た
。
 

「
も

し
も

地
震

が
起

き
た

ら
」
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ

を

鑑
賞

後
、
応
急

手
当

の
方

法
や
、
意
識

を
回

復
し

た
時

の
回
復
姿
勢

な
ど

も
学
び

ま
し

た
。
 

 
皆

さ
ん

か
ら

の
質
問

も
多

く
、
防
災

に
対

し
て

の
意
識

の
高

さ
を
感
じ

た
有
意
義

な
訓

練
と
な
り
ま
し
た
。
 

 
こ

れ
か

ら
も
、
大
切

な
訓

練
に

参
加

し
て

一
緒
に
学
習
し
ま
し
ょ
う
。
 

（
山
本

 
春
美

）
 

将棋教室のようす（吉舎地区からも参加されています。） 
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（
野

上
 

清
治

）
 

※
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。
 

『
団
体
戦
』
 

 
優
勝
 
 
 
吉
舎
Ａ
 

 
準
優
勝
 
 
中
四
字
Ａ
 

 
三
位
 
 
 
八
幡
Ａ
 

 
 
 
 
 
 
中
四
字
Ｂ
 

『
男
子
一
部
』
 

 
優
勝
 
 
 
糀
田
 
英
昭
(
安
田
)
 

 
準
優
勝
 
 
伊
達
 
宥
人
(
日
彰
館
)
 

 
三
位
 
 
 
石
井
 
俊
三
(
吉
舎
)
 

 
 
 
 
 
 
坂
本
 
悠
樹
(
日
彰
館
)
 

『
男
子
二
部
』
 

 
優
勝
 
 
 
野
上
 
清
治
(
八
幡
)
 

 
準
優
勝
 
 
池
田
 
浩
(
中
四
字
)
 

 
三
位
 
 
 
二
井
見
 
明
秀
(
吉
舎
)
 

 
 
 
 
 
 
吉
岡
 
拓
海
（
日
彰
館
）
 

『
女
子
の
部
』
 

 
優
勝
 
 
 
田
中
 
明
佳
(
日
彰
館
)
 

 
準
優
勝
 
 
岡
本
 
久
美
(
八
幡
)
 

 
三
位
 
 
 
森
永
 
篤
子
(
中
四
字
)
 

 
 
 
 
 
 
上
岡
 
ひ
と
み
(
檜
)
 

『
中
学
生
の
部
』
 

 
優
勝
 
 
 
小
迫
 
知
弥
(
敷
地
)
 

 
準
優
勝
 
 
森
田
 
雄
貴
(
吉
舎
)
 

 
三
位
 
 
 
伊
達
 
光
琉
(
吉
舎
)
 

 
 
 
 
 
 
佐
々
木
 
瑠
生
斗
(
吉
舎
)
 

『
小
学
生
の
部
』
 

 
優
勝
 
 
 
横
山
 
礼
(
吉
舎
)
 

 
準
優
勝
 
 
向
井
 
翼
(
八
幡
)
 

 
三
位
 
 
 
二
井
見
 
姫
菜
(
吉
舎
)
 

 
 
 
 
 
 
間
 
智
啓
(
八
幡
)
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(
敬
称
略
）
 

 

卓
球
部
は
毎
週
土
曜
日
の

18時

30分

～

20時

30分
、
Ｂ
＆
Ｇ
海

洋
セ

ン

タ
ー
で
練
習
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
興

味
の

あ
る

方
は

ど
う
ぞ

お
越

し
下

さ

い
。
卓
球
の
基
礎
か
ら
ご
指
導
致
し
ま

す
。
 

（
卓
球
部
部
長
 
石
井
 
俊
三
）
 

吉
舎

町
民

卓
球

大
会

 
高

齢
者

給
食

サ
ー

ビ
ス

 
 
八
幡
地
区
社
協
で
は
、

２
月

19日
（
日
）
に
社
協

役
員

と
女

性
の

会
の

皆

さ
ん
の
応
援
で
、
高
齢
者

給
食

サ
ー

ビ
ス

の
弁

当

作
り
を
行
い
ま
し
た
。
 

 
朝

８
時

30

分
に

コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
セ

ン
タ

ー

に
集

合
し
、
ち

ら
し
寿

司
、
大
根
の
酢
の
物
、
ひ

じ
き
の
煮
物
、
エ
ビ
フ
ラ

イ
と

ち
く

わ
の
磯

部
揚

げ
、
カ
ボ
チ
ャ
の
タ
ル
タ

ル
ソ
ー
ス
か
け
な
ど
、
男

性
陣
も
手
伝
い
な
が
ら
、

１
０
０

食
の

弁
当

を
作

り
ま
し
た
。
 

 
掛
け
紙
は
、
今
年
も
奥
村
精
吾
さ
ん
に
お
願
い
し
て
、
手

作
り

の
す

ば
ら

し
い

も
の

を
作

っ
て

い
た

だ
き

弁
当

に
添

え
ま
し
た
。
 

 
午

後
か

ら
は

地
区

社
協

役
員

の
皆

さ
ん

で
、

70歳
以

上

の
一

人
暮

ら
し
、

75歳
以

上
の

二
人

暮
ら

し
の
各
家
庭

に

配
達
し
ま
し
た
。「

い
つ
も
あ
り
が
た
く
頂
い
て
お
り
ま
す
」

「
心
待

ち
に

し
て

い
ま

し
た
」
と

喜
ん

で
い

た
だ

き
ま

し

た
。
 

八
幡

地
区

卓
球

大
会

 

 
 

２
月

12日
(
日
)

吉
舎
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ

ン
タ
ー
に
て
平
成

28

年
度

吉
舎
町
民
卓

球
大
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
参
加
者
は

小
学
生

か
ら

75歳

の
高
齢

者
の

方
ま

で
、
卓
球

好
き

の

方
々

50名
が
競

い

合
い
ま
し
た
。
観
客

を
含

む
と
約

70名

の
方
々

に
参

加
戴

き
、
近
年
に
な
く
盛

況
な
大
会
で
し
た
。
 

 
最
初
は
リ
ー
グ
戦

で
初
級
者
と
中
級
者

に
分
け
、
そ
の
後
そ

れ
ぞ
れ
の
級
に
お
い
て
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
方
式
で
戦
い

ま
し
た
。
大
会
で
は
珍
プ
レ
ー
、
好
プ
レ
ー
の
続
出

で
、
特
に
男
子
一
部
の
決
勝
は
セ
ッ
ト

2対

2と
な

り
、
最
後
の
第
５
ゲ
ー
ム
ま
で
、
も
つ
れ
る
戦
い
で
、

参
加
者
全
員
が
見
守
る
中
で
の
、
み
ご
と
な
一
戦
と

な
り
ま
し
た
。
又
、
今
年
は
日
彰
館
高
校
の
現
役
卓

球
部
の
メ
ン
バ
ー
も
大
勢
出
場
し
て
戴
き
大
い
に
盛

り
上
が
り
ま
し
た
。
 

 
大
会
は
個
人
戦
だ
け
で
な
く
団
体
戦
も
あ
り
、
そ

れ
ぞ
れ
の
支
区
の
方
々
の
応
援
も
盛
ん
で
し
た
。
そ

し
て
今
年
も
参
加
者
に
は
岡
本
農
園
さ
ん
の
お
世
話

で
“
や
き
い
も
”
の
サ
ー
ビ
ス
も
戴
き
ま
し
た
。
 

 
吉

舎
町

で
は
約

40年
位
前

か
ら
盛

ん
に
卓
球

大

会
が
行
な
わ
れ
て
お
り
ま
す
。
来
年
度
も
２
月
第
二

日
曜
日
(
２
月

11日
)
開
催
予
定
で
す
。
皆
さ
ん
、
ど

う
ぞ
多
数
ご
参
加
下
さ
い
。

80名
規
模
の
大
会
に
し

た
い
と
思
い
ま
す
。
 

 
八
幡
自
治
振
興
会
で
は
、
２
月
５

日
（
日
）
午
前
９
時
か
ら
八
幡
小
学

校
体

育
館

で
「
八
幡

地
区
卓
球

大

会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
 

 
今
年
は
、
朝
か
ら
の
雨
で
天
候
が

悪
い
中
、
小
学
生

15名
・
一
般

21

名
、
応
援
者
を
含
め
る
と
約

50名
の

参
加
が
あ
り
ま
し
た
。
 

 
卓
球
は
、
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま

で
が
共
に
楽
し
め
る
ス
ポ
ー
ツ
な
の

で
、
寒
い
冬
の
一
日
を
、
楽
し
く
過

ご
し
て
い
た
だ
け
た
の
で
は
な
い
か

と
思
い
ま
す
。
 

 
大
会
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。
 

【
小
学
生
低
学
年
の
部
】
 

 
優
勝
 
 
向
井
 
翼
 

【
小
学
生
高
学
年
の
部
】
 

 
優
勝
 
 
間
 
智
啓
 

【
一
般
男
子
の
部
】
 

 
優
勝
 
 
和
田
 
裕
恭
 

 
第
二
位
 
奥
田
 
義
和
(
清
綱
)
 

 
第
三
位
 
 
森
永
 
忠
雄
 

【
一
般
女
子
の
部
】
 

 
優
勝
 
 
岡
本
 
久
美
 

 
第
二
位
 
上
岡
 
ひ
と
み
 

 
第
三
位
 
森
永
 
篤
子
 

 
 
 
 
 
 
 
（
敬
称
略
）
 
 



 

（
部
長
 
免
田
 
宏
司
）
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郷土作家シリーズ⑨  

3月26日（日）～4月23日（日） 郷土でつながる巴展   

 開館時間  午前１０時から午後５時  休館日 月曜日  

 入 館 料   一般４００円、６５歳以上３００円、高校生２００円 

松村
まつむら

紘
こう

二郎
じ ろ う

・渕内
ふちうち

久美子
く み こ

・佐々木
さ さ き

輝
てる

義
よし

  

  きさ まるごと日程表      ２０１７年３月１２日～２０１７年４月９日 

  3月12日(日)    高齢者給食サービス  安田地区 

  3月19日(日) 10:00～  しいたけほだ木づくり  檜 いこいの森 

  3月26日(日)   徳市地区一斉清掃  徳市地区 

  3月26日(日)  八幡地区一斉清掃  八幡地区 

  4月 8日(土) 13:30～  敷地の空に鯉のぼりを揚げよう！  敷地グラウンド 

  4月 8日(土) 19:00～  徳市お花見会  吉舎徳市自治交流センター 

 
２

月
８

日
(
水

)

日
彰

館
高

校
和

室

研
修

室
に

て
、
紙

芝
居
「
吉

き
舎

り

～
後

鳥
羽

上
皇

と

銀
山

街
道

～
」
を

上
演
し
ま
し
た
。
 

 
同

校
１

学
年
（

72

名
）
で

は
、
そ

れ
ぞ

れ
が

暮
ら

し

て
い

る
地

域
の

文

化
・
伝

承
・
伝

説

に
つ

い
て

の
掘

り

起
こ

し
を

テ
ー

マ

と
し

た
地

域
探

究

活
動

を
展

開
さ
れ

て
い
る

と
の
こ

と
や
、
１
月

10日

(
火

)
第

２
回

び
ほ

く
紙

芝
居

ま
つ

り
（
備

北
丘

陵
公

園
）
で

私
た

ち
発

見
隊

が
上

演
し

た
紙

芝
居

を
同

校

職
員

が
鑑

賞
し

た
こ

と
が

き
っ

か
け

と
な

り
、
同

校

か
ら

の
要

請
を

受
け

て
上

演
の

運
び

と
な

り
ま

し

た
。
 

 
生

徒
の

皆
さ

ん
の

熱
い

視
線

を
浴

び
た

せ
い

か
、

前
説
、
上

演
、
後

説
と
、
い

つ
も

の
調

子
以

上
に

大

熱
演

と
な

り
ま

し
た
。
後

日
書

か
れ

た
と

い
う

生
徒

さ
ん

の
感

想
文

に
は
、
生

ま
れ

育
っ

た
地

域
を

も
っ

と
知

り
た

い
、
郷

土
を

愛

す
る

気
持

ち
を

持
ち

続
け

た
い
、
と

い
っ

た
決

意
が

多
く

つ
づ

ら
れ

て
い

ま
し

た
。
 

 
現

在
制

作
中

の
寺

社
を

テ
ー

マ
と

し
た

紙
芝

居
が

完
成

し
、
い

つ
の

日
か

日

彰
館

高
校

の
生

徒
さ

ん
の

前
で

上
演

で
き

れ
ば

幸
い

で
す
。
 

(
吉
舎
よ
い
と
こ
発
見
隊
会
長
 
前
田
 
博
明
)
 

青
色

防
犯

パ
ト

ロ
ー

ル
 

 
 
 
 
 
 
 
 
講

習
会

開
催

 

 
三
次

市
文
化
連
盟

吉
舎
支

部
で

は
、
２

月

12日
（
日
）
午
後
１
時

30分
よ
り
吉
舎

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ル
に
て
、「

交
流

発
表
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
 

 
開

会
挨
拶

の
あ

と
、
各
団

体
の
舞
台

発

表
が
あ
り
、
き
さ
泉
コ
ー
ラ
ス
、
と
み
し
民

謡
会
、
県
民
踊
柴
田
教
室
吉
舎
支
部
、
さ
な

え
歌
謡

よ
る

カ
ラ

オ
ケ

発
表
、
フ

ラ
ダ

ン

ス
甲
奴

が
、
ス

テ
ー
ジ

を
盛

り
上

げ
ま

し

た
。
 

 
１
０
０

人
以

上
の
観
客

の
中
、
各
団

体

の
舞
台

発
表

に
、
沢
山

の
拍

手
を

い
た

だ

き
ま

し
た
。
最

後
は
県
民
踊
柴
田
教

室
吉

舎
支

部
の

皆
さ

ん
の
民
踊

で
幕

を
下
ろ

し

ま
た
。
 

 
大
勢

ご
来
場

い
た

だ
き
、
誠

に
あ

り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
各
団
体
で
は
、
会
員

を
募
集

し
て

お
り

ま
す
。
お

気
軽

に
声

を

か
け

て
く

だ
さ

い
。
よ
ろ

し
く

お
願

い
し

ま
す
。
 

日
彰

館
で

紙
芝

居
上

演
！

 

 
２

月

22日
(
水

)
生
涯
学

習
セ

ン
タ

ー

に
て
青
少

年
育

成
吉

舎
町
民

会
議
主

催

に
よ

る
「
青
色

回
転

防
犯

パ
ト
ロ

ー
ル

講
習
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
 

 
当

日
は
、
三
次
警
察
署

よ
り

講
習

を

約
１

時
間

に
渡

り
お
願

い
を

い
た

し
ま

し
た
。
 

 
吉

舎
町
内

は
も

と
よ

り
、
町
外

か
ら

の
受

講
者

も
お

ら
れ
、
約

50人
の

方
が

熱
心

に
受

講
さ

れ
ま

し
た
。
中

に
は
新

規
受

講
者

の
方

も
多
数

お
ら

れ
ま

し

た
。
 

 
講

習
を
受

け
ら

れ
た

方
、
安
全

に
十

分
注
意

さ
れ

パ
ト
ロ

ー
ル

を
行

っ
て
頂

き
た
い
と
思
い
ま
す
。
 

 
来

年
も
、
ま

た
吉

舎
で

の
講

習
会

を

予
定

し
て

お
り

ま
す

の
で
、
宜

し
く

お

願
い
い
た
し
ま
す
。
 

交
流

発
表

会
 
開

催
 

（
寺
戸

 
照

一
）
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新
し
い
住
所
へ
引
越
し
さ
れ
る
前
、
ま
た
は
引

越
し
さ
れ
た
後
、
14
日
以
内
に
転
出
の
届
出
が

必
要
で
す
。 

◎
転
出
届
出
時
に
必
要
な
も
の 

 

・印
鑑 

 

・届
出
人
の
確
認
書
類 

 

（運
転
免
許
証
・保
険
証
な
ど
） 

※
本
人
ま
た
は
同
一
世
帯
員
以
外
の
方
が
来
ら

れ
る
場
合
は
委
任
状
が
必
要
で
す
。 

※
保
険
証
や
受
給
者
証
、
印
鑑
登
録
カ
ー
ド
を

お
持
ち
の
方
は
ご
持
参
く
だ
さ
い
。 

※
届
出
時
に
は
、
新
住
所
を
記
入
し
て
い
た
だ
き

ま
す
の
で
、
確
認
し
て
お
越
し
く
だ
さ
い
。 

 

軽
自
動
車
税
は
、
４
月
１
日
時
点
で
登
録
さ

れ
て
い
る
車
両
に
課
税
さ
れ
ま
す
。
月
割
り
や

還
付
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
廃
車
手
続
き
を
し
て

い
な
い
車
両
が
あ
る
場
合
は
、
４
月
１

日
ま
で
に
廃
車
の
手
続
き
を
し
て
く

だ
さ
い
。 

 

詳
し
く
は
「
広
報
み
よ
し
３
月
号
」
を

ご
確
認
く
だ
さ
い
。 

 

２
月

19

日
、
吉

舎
生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー
で
「
吉
舎
中

学
校
立
志
式
」
が

厳
粛
に
行
わ
れ
ま

し
た
。 

 

卒
業
を
間
近
に

控
え
た
３
年
生

31

人

が
、
１
・
２

年

生
や
保
護
者
、
日

ご

ろ

学

校

に

関

わ
っ
て
お
ら
れ
る

方

々

の

前

で
、

「
私

の

決

意
」
を

漢
字
一
文
字
に
込

め
て
発
表
し
ま
し

た
。 

 

こ
れ
ま
で
の
自
分
と
し
っ
か
り
向
き
合
う
中
で
、
将

来
の
輝
け
る
自
分
の
姿
を
実
現
し
よ
う
と
い
う
熱
い
思

い
が
あ
ふ
れ
る
式
と
な
り
ま
し
た
。 

 

感
激
を
覚
え
る
ほ
ど
の
素
晴
ら
し
い
発
表
に
、
生
徒

た
ち
の
成
長
を
確
か
め
な
が
ら
、
会
場
は
暖
か
い
拍
手

に
包
ま
れ
ま
し
た
。 

 

最
後
に
「
自
ら
の
夢

の
実
現
に
向
け
、
ど
ん

な
困
難
が
あ
ろ
う
と

も
、
強
い
意
思
で
乗
り

越
え
て
い
く
こ
と
を
宣

言
し
ま
す
！
」
と
力
強

く
立
志
宣
言
が
行
わ
れ

ま
し
た
。 

 

こ
れ
か
ら
も
、
町
民

一
体
と
な
っ
て
吉
舎
の

子
ど
も
た
ち
の
成
長
を

見
守
っ
て
い
き
ま
し
ょ

う
。 

 

 

臨
時
福
祉
給
付
金
（経
済
対
策
分
）は
、
平
成

26
年
４
月
の
消
費
税
引
き
上
げ
に
伴
う
、
家
計

へ
の
負
担
を
減
ら
す
た
め
に
支
給
さ
れ
る
給
付

金
で
す
。 

 

対
象
と
な
る
世
帯
に
は
、
三
次
市
社
会
福
祉

課
か
ら
２
月
末
に
、
世
帯
主
の
方
へ
申
請
書
を
送

付
し
て
い
ま
す
。 

 

必
要
事
項
を
記
入
・
押
印
し
て
同
封
の
返
信

用
封
筒
で
返
送
し
て
い
た
だ
く
か
、
吉
舎
支
所

窓
口
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。 

[

３
年
生
31
名
そ
れ
ぞ
れ
の
「
私
の

決
意
」
の
漢
字
一
文
字
で
す]

 

 

「
品
の
滝
」
を
訪
れ
る
方
に
、
滝
ウ
ォ
ッ
チ
ン

グ
や
自
然
観
察
を
よ
り
楽
し
ん
で
い
た
だ
け

る
よ
う
、
遊
歩
道
沿
い
等
に
、
大
型
の
案
内

看
板
や
目
的
地
ま
で
の
移
動
距
離
が
わ
か

る
表
示
板
を
設
置
し
ま
し
た
。 

 

み
な
さ
ん
も
、
春
の
過
ご
し
や
す
い
天
気
の

日
は
ご
家
族
お
友
達
と
、
品
の
滝
遊
歩
道
を

歩
い
て
み
て
く
だ
さ
い
。 

 

町
内
の
実
情
に
適
し
た
生

活
交
通
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、

地
域
住
民
が
主
体
と
な
っ
て

協
議
・検
討
す
る
「
吉
舎
町

地
域
内
生
活
交
通
検
討
協

議
会
」
が
発
足
し
ま
し
た
。 

 

協
議
会
は
、
自
治
連
合

会
、
民
生
・児
童
委
員
協
議

会
・社
会
福
祉
協
議
会
を
は

じ
め
交
通
事
業
者
や
警
察
・

学
校
・市
等
関
係
機
関
に

よ
っ
て
構
成
さ
れ
、
２
月
21

日
に
第
１
回
の
会
議
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。 

 

会
議
の
中
で
は
、
町
内
の

生
活
交
通
に
つ
い
て
、
現
状
へ

の
気
づ
き
・提
案
の
ほ
か
、
他

の
地
域
で
実
施
し
て
い
る
交

通
対
策
や
運
行
状
況
の
調

査
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
意
見

交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

 

今
後
、
市
内
で
運
行
さ
れ
て
い
る
市
民
バ
ス
等
の
状
況
調
査
、
市

民
バ
ス
利
用
乗
客
者
へ
の
聞
取
り
調
査
、
町
民
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

等
を
行
い
、
地
域
の
交
通
体
系
を
検
討
・協
議
し
、
市
へ
要
望
し
て
い

き
ま
す
。 
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    ★ おはなし広場  ★ 

と  き  ４月８日(土)午前１０時３０分～ 

テーマ  こんにちは！ 

  おはなし広場ポイントカードをお持ちくださいね！ 

◆春休みは３月２７日（月）・４月３日（月）も休まず開館しています！◆ 

吉
舎
ネ
ッ
ト 

（吉
舎
町
高
齢
者
・
児
童
等
支
援
連
絡
会
議
）  

ほ
っ
こ
り
ス
ポ
ッ
ト 

用
具
を
使
っ
て
、
誰
で
も
で
き
る 

 
 

 

楽
し
い
体
操 

【
３
Ｂ
体
操
】 

～
目
配
り
・気
配
り
・声
か
け
～ 

日時：３月２５日（土） １０時３０分～ 

場所：吉舎図書館 

 りんくさんと一緒に音楽や歌などたのしい
「音楽おはなし会」を行いますよ！ 
 いつものおはなし広場がパワーアップ！春休
みはご家族お友だちみんなで、吉舎図書館へ！ 

４月からは 
 「○○」をがんばる！おみくじ 
 ４月からの目標は・・・？目標を決めかねてるあなた
にピッタリ！の図書館おみくじを用意しました。４月か
らの目標のひとつにピッタリの本を、おみくじで当てて
ください。おみくじは３０個！さあ、あなたの目標の本
は何が当たるかな～？ 

＊今月の１冊＊ 
【児童書】 
「学校へいきたい 世界の果てには
こんな通学路が！～エルボル・キル
ギスの１２歳～」 
エマニュエル・ギオネ／写真，六耀社 
 学びのためなら危険な山道だって、
川に肩まで浸かりながらだって、へっ
ちゃら！ 
 将来の夢のために、力強く勉強の機
会を、希望を持って得ようとする少年
少女を追ったドキュメンタリー。 
 学べることの尊さを教えてくれる１
冊です。 

   ～古本、募集しています！～ 
 お家に眠っている本はありませんか？もう読まなく
なった、不要になった本がありましたら図書館へお持
ちください。図書館の所蔵にさせ 
ていただいたり、「古本リサイクル市」 
で市民の方へ還元いたします。 
ご協力よろしくお願いします。 

 

八
幡
コ
ミ
ニ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で
、
60
代

の
若
々
し
い
５
人
の
方
が
音
楽
に
合
わ
せ
て

楽
し
そ
う
に
体
を
動
か
し
て
お
ら
れ
ま
す
。 

「
３
Ｂ
」
は
、
美
人
・
べ
っ
ぴ
ん
・
ビ
ュ
ー

テ
イ
フ
ル
な
者
の
集
ま
り
で
す
、
と
笑
顔
で

話
さ
れ
る
の
は
、
檜
の
高
下
亮
子
さ
ん
。
本

当
は
、
ボ
ー
ル
・
ベ
ル
・
ベ
ル
タ
ー
と
い
う

道
具
を
使
っ
て
す
る
体
操
で
、
道
具
の
頭
文

字
で
３
Ｂ
（
さ
ん
び
ー
）
体
操
だ
そ
う
で

す
。
２
年
前
に
３
Ｂ
体
操
の
資
格
を
と
り
、

町
内
は
も
ち
ろ
ん
、
三
次
・
甲
奴
で
も
ク
ラ

ス
を
持
ち
、
指
導
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

参
加
者
の
方
も
、
楽

し
く
お
し
ゃ
べ
り
し
な

が
ら
で
き
、
体
を
伸
ば

す
の
で
血
行
の
循
環
も

よ
く
、
階
段
で
の
ふ
ら

つ
き
も
な
く
な
る
な
ど

効
果
が
あ
っ

て
、
毎

週

が

楽
し
み
で
す

と
の
こ
と
。

初
心
者
の
私

も
す
っ
か
り

お

気

に

入

り
。
地

域

の

ま
つ
り
で
も

披
露
さ
れ
、

も
っ
と
も
っ

と
市
内
に
体

操
を
広
げ
て

い
き
た
い
そ

う
で
す
。 

毎週木曜9：30～11：00と19：30～21：00 
八幡コミュティセンターで開催。 
初めての方大歓迎！体験もできます。 

２
月
16
日
、
吉
舎
保
健
セ

ン
タ
ー
で 
今
年
度
第
３

回
目
の
会
議
を
開
催
し
ま

し
た
。 

 

今

年

度

は
、
原

点

に

返
っ
て
、
会
の
目
的
で
あ

る
「
日
常
的
な
見
守
り
活

動
を
市
民
レ
ベ
ル
ま
で
広

げ
る
」
を
テ
ー
マ
に
、
聞

き
取
り
や
話
し
合
い
を
重

ね
て
き
ま
し
た
。 

 

み
ん
な
の
意
見
を
具
体
的
な
行
動
に

移
す
た
め
の
「
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
」

(

素
案
）
を
も
と
に
、
来
年
度
以
降
の
活

動
に
つ
い
て
、
関
係
機
関
で
協
議
・
検

討
し
て
い
き
ま
し
た
。 

 

仕
事
の
場
や
日
常
生
活
の
中
で
の
何

気
な
い
見
守
り
が
、
孤
立
や
犯
罪
を
防

ぎ
、
安
心
し

て
暮
ら
せ
る

「
地
域
づ
く

り
」
に
つ
な

が
る
こ
と
を

確
認
で
き
ま

し
た
。 

 

来

年

度

も
、
そ
れ
ぞ

れ
の
立
場
で

役

割

分

担

し
、
情
報
共

有
・
連
携
を

取
り
な
が
ら

行
動
し
て
い

き
ま
す
。 



 

し

尿

く

み

取

り 

犬

・
猫

の

引

取

り 

「広
島
県
動
物
愛
護
セ
ン
タ
ー
（三
原
市
）」

の
窓
口
の
引
取
り
の
み
で
す
。 

広
島
県
動
物
愛
護
セ
ン
タ
ー 

 

三
原
市
本
郷
町
南
方
８
９
１
５
番
地
２ 

 
 
 

☎
（
０
８
４
８
）
８
６-
６
５
１
１ 

毎
日
８
時
30
分
～
22
時
ま
で
利
用
可
能 

場
所 

吉
舎
保
健
セ
ン
タ
ー 

10
時
25
分
～
16
時
が
利
用
で
き
な
い
日 

 
 

３
月
23
日 

◎
マ
シ
ン
巡
回
指
導
日
…
金
曜
日 

 
 
 

９
時
30
分
か
ら
11
時
30
分
ま
で 

◎
閉
館
時
は
、
市
役
所
吉
舎
支
所
の
宿
直
室

で
カ
ギ
を
受
取
り
ご
利
用
く
だ
さ
い
。 

三
次
市
社
会
福
祉
協
議
会
吉
舎
支
所 

 

 
 
 
 
 
 
 
 

☎
４
３-

３
３
０
１ 

ト

レ
ー

ニ
ン
グ

マ
シ

ン
の

利

用 
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 保育所入所前の子どもさんとおうちの方対象です。 

日時：４月４日（火）10時30分～11時30分  

内容：「おもちゃをつくろう！」     
会場：吉舎保健センター 
お問合せ：三良坂地域子育て支援センター 

「みつばち」☎44-2136      

日  時  ４月４日(火)１０時集合(少雨決行) 

集合場所   敷地コミュニティセンター  
 大楽寺まで約７キロ歩きます。参加費は無料。 

 申込も不要です。 三次市健康推進課 ☎62-6232      

日時 ４月１８日（火）１０時～１２時 

内容 「鯉のぼりを作ろう」 
会場 吉舎保健センター 会費 １００円程度 

お問合せ：三次市吉舎支所  ☎43-3111    

三良坂地域子育て支援センター 

日時 月～金曜日 9時～15時  
保育士がいます。遊びに来てね！！ 

会場 三良坂農村ふるさとセンター２階 

お問合せ：「みつばち」☎44-2136  

音声告知放送Ｑ＆Ａ   №18 

Ｑ 音声告知放送の端末機が高い位置に設置してあり、手が届きません。位置を変えられないですか？ 

Ａ 宅内工事が必要ですので、三次ケーブルビジョン㈱[TEL：0120-307-344]へお問い合わせください。 

  なお、工事に係る費用は個人負担（口座引落）となります。 
 

 引き続き、（旧）防災行政無線の端末機の返却を受け付けています。 

 お手数ですが、吉舎支所まで返却をお願いします。休日・夜間でも可能です。 

 

３
月
１
～
７
日
ま
で
「春
の
全
国

火
災
予
防
運
動
」
期
間
で
し
た
。 

 

そ
の
運
動
の
一
環
と
し
て
、
防

災
意
識
の
高
揚
を
図
る
た
め
、
吉

舎
保
育
所
幼
年
消
防
ク
ラ
ブ
と

三
次
市
消
防
団
吉
舎
方
面
隊
や

三
次
消
防
署
吉
舎
出
張
所
等
関

係
機
関
と
の
合
同
に
よ
る
「
防
火

パ
レ
ー
ド
」
が
３
月
２
日
に
実
施
さ

れ
ま
し
た
。 

 

あ
い
に
く
の
小
雨
で
し
た
が
、
吉

舎
保
健
セ
ン
タ
ー
か
ら
吉
舎
保
育

所
ま
で
、
子
ど
も
た
ち
も
元
気

い
っ
ぱ
い
に
歩
き
ま
し
た
。 

 

地
域
の
方
も
沿
道
に
出
て
声
援

を
送
っ
て
見
守
っ
て
く
だ
さ
り
、
温

か
い
雰
囲
気
の
中
で
パ
レ
ー
ド
が

終
了
し
ま
し
た
。 

２
ト
ン
車 

[

く
み
取
り
日]

 

４
月
３
日
（
月
） 

４
ト
ン
車 

[

く
み
取
り
日]

 

毎
週
月
曜
日
・
火
曜
日 

 

申
込
先 

三
次
市
吉
舎
支
所 

☎
４
３-

３
１
１
１ 

※
希
望
す
る
週
の
、
前
の
週
の
金
曜
日
午

後
３
時
ま
で
に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。 

 
 

 

【
お
知
ら
せ
】 

 
 

４
月
か
ら
、
く
み
取
り
の
申
込
先
は
、 

 

三
次
衛
生
工
業
社(

☎
０
１
２
０- 

 

６
３-

４
４
５
３)

に
変
わ
り
ま
す
。 

 

今
年
度
の
吉
舎
支
所
の
確
定
申

告
相
談
の
待
合
室
に
、
健
康
啓
発

コ
ー
ナ
ー
を
設
置
し
ま
し
た
。 

 

血
圧
計
や
そ
の
場
で
で
き
る
簡

単
ス
ト
レ
ッ
チ
イ
ラ
ス
ト
図
、
た
ば

こ
に
よ
る
健
康
被
害
資
料
な
ど
を

展
示
し
、
申
告
の
順
番
を
待
っ
て

お
ら
れ
る
方
に
見
て
い
た
だ
け
る

よ
う
に
し
ま
し
た
。 

 

町
内
で
久
し
ぶ
り
に
会
わ
れ
た

方
同
士
で
、
展
示
を
見
な
が
ら
近

況
な
ど
を
和
気
あ
い
あ
い
と
話
さ

れ
て
お
り
、
待
合
室
が
ま
る
で
サ

ロ
ン
の
よ
う
な
雰
囲
気
に
な
り
ま

し
た
。 


